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1. 序 世界を魅了した日本アニメの現在地1. 序 世界を魅了した日本アニメの現在地
Introduction - Present Position of Japanese Anime


世界アニメ市場規模

2023年時点、過去10年でほぼ2倍に拡大


海外市場の台頭

2023年海外売上、初めて国内売上を逆転


AI導入状況

AIレイアウト生成や自動中割りを試験導入（2024年以降）

主要配信プラットフォーム投資動向

Netflix
年間十数本の作品 

Disney+
アニメ強化中 

Crunchyroll
国際展開加速

アニメ市場成長推移（2013-2023）

出典: Cognitive Market Research (2024), SkyQuest (2024), Animenomics (2024)



2. アニメ産業の百年史：技術とビジネスモデルの変遷2. アニメ産業の百年史：技術とビジネスモデルの変遷
100 Years of Anime Industry: Evolution of Technology and Business Models

主要トレンド

$ 制作費の高騰

2010年1話1,400万円→2023年2,300万円。Netflix作品は3,000〜
4,000万円も

 製作委員会モデルの変化

権利分散による機動力低下と国際プラットフォームとの衝突

 技術主導の収益革新

Unreal Engineによるレンダリング工数25%削減
 新興企業の台頭

技術提供料＋レベニューシェアの新収益モデル

制作費推移 (1話あたり)

出典: 日本アニメーター‧演出協会 (2023)

参考: FullFrontal.Moe (2021), JAniCA (2023), スタジオコロリド (2023)



セルアニメ黎明期

● チョーク描画法からアセテートセルへ

● 初期アニメ：1フィートあたり2〜3円

1917-1962



テレビアニメ時代

● 『鉄腕アトム』(1963)：1話450万円

● 製作委員会方式の誕生

1963-1989



デジタルシフト期

● OVA‧DVD市場の隆盛

● デジタル作画比率：2003年に75%

1990-2004



ストリーミング時代

● プラットフォームプリファンド台頭

● 生成AI技術の導入

2005-2025



3. デジタル革命と制作工程：セルからフルデジタルへ3. デジタル革命と制作工程：セルからフルデジタルへ
Digital Revolution and Production Workflow: From Cels to Fully Digital

デジタル化の主要マイルストーン

デジタル化の普及状況 出典: AJA産業レポート‧JAniCAアンケート (2023)

地上波向けTVシリーズの

フルデジタル制作率

アニメーター個人の

デジタル作画率

最新テクノロジートレンド

☁ クラウド制作

共同編集‧アセット管理のクラウド化

 リアルタイムレンダリング

Unreal Engineの活用

 AI支援ツール

自動彩色‧中割り生成技術

参考: Association of Japanese Animations (2023), JAniCAアンケート (2023)

RETAS!
登場

1989-95

デジタル

彩色導入

1997

ハイブリッド

方式普及

2000-02

フルデジタル

作画

2005

ツール

多様化

2010-20

クラウド

リモート化

2020-23



4. 国際展開と資本の流入：グローバル化がもたらした功罪4. 国際展開と資本の流入：グローバル化がもたらした功罪
International Expansion and Influx of Capital: The Blessings and Curses of Globalization

国内外売上推移

2023年海外売上（国内市場を初めて逆転）

主要投資元

 北米: Netflix, Disney+, Crunchyroll

 アジア: Bilibili, Naver Webtoon

 欧州: Wild Bunch, Mediawan

主要展開地域:

 北米  東南アジア  中国  欧州  南米

グローバル化の功罪

 メリット

✓ 資金調達の多様化と大型予算の実現

✓ グローバルなファンベース拡大

 デメリット

× 文化的独自性の希薄化リスク

× クリエイティブコントロール喪失

変容するビジネスモデル


プラットフォームプリファンド

配信大手による直接出資増加


データ主導の企画

視聴データによる投資判断


同時多言語展開

30以上の言語へローカライズ

参考: AJA「アニメ産業レポート2024」, Animenomics (2024), Parrot Analytics (2025)



5. 制作現場のリアル：労働環境‧人材育成‧クリエイターの未来5. 制作現場のリアル：労働環境‧人材育成‧クリエイターの未来
The Reality of the Production Site: Work Environment, Talent Development, Creators' Future

¥
アニメーター平均年収

全産業平均 (458万円) との比較

全産業平均の約75%


週平均労働時間

法定労働時間 (40時間) との比較

法定の約156%（ピーク時80時間超が4割）

新人クリエイターの厳しい現実

● 動画マン1カット単価：220円 ● 月300枚で月収7万円程度

● 制作会社利益率：平均4% ● 年間制作334本（過去最多）

注目の人材育成プログラム


WIT Animator Academy
月18万円の給与保証＋育成


京都アニメーション

正社員採用＋OJT


TOHO animationラボ
メンター制＋実践型

AI時代の変わる必要スキル

 原画マン→プロンプトエンジニア化

 AI監修者（AI Director）職新設

 AI×クリエイティブ職の年収1.8倍

参考: JAniCA調査 (2023), 日本動画協会「アニメ産業レポート2023」, Bloomberg (2024)



6. IP ビジネスとファンダム経済：マルチプラットフォーム戦略6. IP ビジネスとファンダム経済：マルチプラットフォーム戦略
IP Business and Fandom Economy: Multi-Platform Strategies

市場規模と成長


アニメ関連総売上（2023）


海外売上（2023）


グッズ市場（2023→2032予測）

日本のアニメファン消費内訳

年間平均支出：19,600円

グッズ‧イベント 45%

配信サービス 30%

パッケージ‧その他 25%

グローバルアニメグッズ市場予測

出典: SNS Insider 2025


体験型ライブイベント

コロナ禍明けで前年比+68%回復

マルチプラットフォーム戦略

 動画配信  ゲーム

 イベント  メタバース

革新的IP戦略

クロスメディア展開

複数チャネルでの同時展開

データドリブン‧ファン獲得

行動分析に基づくマーケティング

コミュニティ共創

Discord運営‧ファン参加型開発

参考: AJA (2024), Animenomics (2024), SNS Insider (2025)

45%

30%

25%



7. 生成 AI の衝撃：画像‧動画生成ツールの現状と可能性7. 生成 AI の衝撃：画像‧動画生成ツールの現状と可能性
The Impact of Generative AI: State and Potential of Image/Video Generation Tools

生成AIの急速な進化

主要統計

Stable Diffusion系ツールユーザー

1,000万人+
AI生成画像の8割が同系統

生成AIによる労働生産性向上

0.1〜0.6%/年
2040年までの予測（McKinsey, 2023）

生成AI活用によるアニメ業界への影響

技術進化の道筋


GANモデル（2014-2020）

低解像度‧限定的生成


拡散モデル（2021-2023）

高品質画像‧スタイル制御


動画生成モデル（2023-）

短時間映像‧一貫したムーブメント


マルチモーダル統合（2024-）

テキスト‧音声‧映像の統合生成

アニメ制作現場での応用


コンセプトアート生成

企画段階での視覚化‧探索の効率化


背景自動生成‧拡張

限られた素材から広角シーンを作成


中割り自動生成

キーフレーム間の動きを自動補完

⚠
主要課題: 著作権問題、品質管理、スタイル一貫性、アニメ特有
の誇張表現

参考: Everypixel Journal (2024), McKinsey (2023), Cartoon Brew (2025)

Stable Diffusion
公開

2022

Midjourney v5
高精細化

2023

Runway Gen-2
動画生成商用化

2023-24

OpenAI Sora
60秒超‧2K解像度

2024



8. AI とアニメ制作ワークフロー：プリプロからポストプロまで8. AI とアニメ制作ワークフロー：プリプロからポストプロまで
AI and Anime Production Workflow—From Pre-Production to Post-production

AI導入状況と効果

スタジオがAI試験導入 工程短縮効果を確認

出典: 経産省「コンテンツ産業統計」(2024)

AI活用ツール

✏
脚本分析‧絵コンテ生成

自然言語処理によるビジュアル提案


中割り自動生成

工数削減と一貫性向上


自動彩色‧AIロトスコープ

参照動画からアニメーション生成


背景拡張‧エフェクト

限られた素材から広角シーン生成


コスト効率

3,000〜5,000万円削減/シリーズ
彩色工程50%自動化時

2本
平均年間話数

15,000
平均カット数

25-30%
彩色‧中割り費用

導入事例


CloverWorks

美術ボード作成: 2時間→15分に短縮


スタジオコロリド

Unreal Engineでレンダリング工数25%削減


Production I.G

クラウドレンダーファームで納期短縮

参考: 経済産業省「コンテンツ産業統計」(2024), Indeed Japan求人データ (2024)

AIが変えるワークフロー

プリプロ 作画 彩色 ポストプロ

✏   



9. クリエイティビティと倫理：AI共創時代の著作権‧文化保護9. クリエイティビティと倫理：AI共創時代の著作権‧文化保護
Creativity and Ethics: Copyright/Cultural Preservation in the Age of AI Co-creation

AIが変革する法的‧倫理的枠組み

オリジナリティの再定義

AIによる生成は「派生作品」か「新作」か？

機械学習用コーパス収集

日本2018年改正:例外規定化、米国:「フェアユース」論争

AI共創物の権利帰属

プロンプトは著作物？AIとクリエイターの境界線

文化多様性の保護

学習データの偏り、文化的文脈の均質化への懸念

データサプライチェーン倫理

クリエイター還元、トレーサビリティ、透明性の必要性

国際的な法制度と対応状況


日本

2018年著作権法改正で機械学習利用を例外規定化。文化庁と日本動画協会がAI創作ガイドライン
策定中

⚖
欧州連合

EU AI Actで高リスクAIを規制、AI生成コンテンツの透明性表示義務化


米国

Getty vs Stability AI訴訟継続中、米著作権局は「完全なAI生成物」の著作権登録拒否

業界の対応状況

オプトアウト

AI学習対象から除外
クリエイター還元

収益の一部を原作者へ

権利クリアリング

第三者仲介による処理

透明性タグ

AI生成の明示（Firefly等）

参考: 文化庁 (2024), EU委員会 AI Act (2023), 米著作権局ガイダンス (2023)



10. 海外勢との技術競争：グローバル標準と日本の優位性10. 海外勢との技術競争：グローバル標準と日本の優位性
Global Tech Competition: Global Standards and Japanese Advantages

技術インフラ比較

出典: Digitimes Research (2024)

アニメ品質評価 (2024)

 日本作品: 4.7/5.0
⭐⭐⭐⭐

 米中作品: 3.9/5.0
⭐⭐⭐⭐

 主要12部門中9部門を日本作品が制覇

Crunchyroll Anime Awards (2024)

日本の競争優位性


作画品質

高品質な映像表現技術


プリプロの企画力

世界観構築の強み


軽量パイプライン

効率的な制作手法


多層的IPマネジメント

グローバル展開経験

グローバル標準化の動き

 ACES カラーパイプライン

 OpenUSD 3Dアセット標準

 IMF マスターフォーマット

今後の課題

● 計算資源の大規模投資不足（GPU‧レンダーファ

ーム）

● 国際標準化団体への参画強化

● 日本発AIモデルの開発加速

参考: Digitimes Research (2024), Crunchyroll Anime Awards (2024)



11. 政策と産学連携：アニメテック国家戦略の提言11. 政策と産学連携：アニメテック国家戦略の提言
Policy & Industry-Academia Collaboration: Anime Tech National Strategy Proposal

2030年目標

☁

制作エンジンの国産ク

ラウド基盤



公的研究拠点10か所



スタートアップ100社

育成

日本発の技術力‧生産基盤強化と人材育成エコシステム構築

実装ロードマップ

アニメテック国家戦略の柱


技術インフラ整備

国内GPU‧クラウドリソースの強化


産学官連携の強化

三位一体協力体制構築


知財ガバナンス

AI創作物の権利保護枠組み整備


高度人材育成

技術×クリエイティブ融合教育


国際標準化戦略

日本発規格の国際普及

アニメテックを産業技術戦略の中核に

必要公的投資規模

アニメテック技術開発特化型補助金‧研究資金の拡充

現状：年間50億円 → 目標：年間200億円

期待される効果

国際競争力強化

技術優位性確保

生産性向上

制作効率30%改善

新産業創出

雇用機会拡大

文化発信力

ソフトパワー強化

参考: 経済産業省「AI‧コンテンツ戦略」(2024), 文化庁「次世代メディア芸術創出事業」(2025)

2025-2026: 基盤整備

法制度改正‧インフラ投資

2027-2028: 成長加速

スタートアップ支援‧人材育成

2029-2030: 国際展開

標準化戦略‧海外協力拡大



12. 終 未来へのロードマップ：人と AI が紡ぐ次世代アニメ12. 終 未来へのロードマップ：人と AI が紡ぐ次世代アニメ
Concluding Roadmap: Next-Generation Anime Woven by Humans and AI

2035年へのロードマップ


ソフトウェア定義スタジオ

クラウドベース‧モジュラー型制作パイプライン 
AIネイティブIP

参加型ファンダム経済との連携

⚖
法制度‧倫理ガバナンス

AI創作物の著作権体系確立 
進化するクリエイター像

AIディレクター‧プロンプトデザイナー

市場規模予測

2035年アニメ産業

現在の2.5倍規模へ

変革の実現要素

 技術

✓ 生成AIの実用精度向上

✓ リアルタイムレンダリング

 労働

✓ クリエイター役割再定義

✓ 報酬システムの抜本改革

 ビジネス

✓ AI共創によるIP管理革新

✓ ファン参加型創作推進

 政策

✓ AI創作物の法的位置づけ

✓ 文化多様性保全メカニズム

参考: Animenomics (2024), 経済産業省「未来コンテンツ産業ビジョン」

2025-2027

基盤構築期

2028-2030

普及成長期

2031-2033

高度化期

2034-2035

創造共生期


